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巻　　頭

　社団法人日本地すべり学会会員各位をはじめ，中部支部

特別協賛法人，支部協賛法人の皆様，関係行政機関の皆様

には，平成１７年度も中部支部の企画や行事運営に対しまし

て惜しまぬご指導とご協力を承ることができました．支部

長としてここに改めて御礼申し上げます．

　社団法人日本地すべり学会の中部支部は地すべり機構解

明の研究や対策技術の向上を目的として発足し，平成１７

年度で８年を経過致しました．この間，会員の皆様の積極

的な参加により，多＜の成果を残すことができました．支

部活動が活発に進められていることに対して，改めて深＜

感謝申し上げます．

ミｒ
Ｇ

支部長北渾秋司

　（信州大学名誉教授）

　さて，長野県においても平成１７年度融雪や豪雨で地すべり災害が発生いたしました．特に８月の

飯山地方におけるーノ瀬地区・吉地区・神明町地区における地すべり被害では，多＜の住民の皆様

が不安な生活を送る状況が生じました．こうした中で，地すべり

避難体制の構築や，現地の復旧作業等に大いに役立ったことに感謝致します．

　平成１７年度の活動内容につきましては，５月に社団法人日本地すべり学会総会と中部支部総会

を共同開催し，シンポジウム「地すベリ災害と緊急対応」を開催致して全国各地から参集した研

究者・専門技術者によって活発な討論が行われました．また長野県内の小中学校が参加して「子

供地すべり学会」も開催されました．また６月に「土砂災害防止講座一三重県宮川村台風２１号災

害からの教訓」を被災地であった三重県宮川村で開催しました．研究者，技術者や行政職員，住

民約２５０名（うち関係者６６名）の方々が集まりました．災害直後の土砂災害箇所の状況を振り返り

ながら，防災教育・防災意識向上の観点や，今後の土砂災害対策のありかたについて研究者・住

民との間で熱心な討論が行われました．

　また，平成１７年９月には愛知県東栄町にある「大畑地すべり現地検討会」（４２名参加）の開催，

平成１８年２月には中部支部シンポジウム「地寸ペリ機構」「子供シンポジウム」，ボスターセッ

ション「中部支部各県における近年の災害」，機器展示，「中部支部協賛法人の技術展示と紹介」

が長野県県民文化会館（７２名参加）で開催されました．

　また，「長野県地すべり技術指針（案）」の発行など，技術向上に向けて活発な活動が展開されま

した．今後とも，地すぺり対策技術の向上に向け，皆さんの積極的なご協力をお願いいたします．

　平成１８年度は，５月１９日に長野市において，中部支部の主催による防災講演会「予期せぬ災害消

防救助と防災技術」が予定されております．また９月には談野県長野市周辺で現地検討会，１１月

には愛知県名古屋市内でシンポジウムの開催を計画しています．なお，平成１９年度には三重県ＩＺ

おいて地寸ベリ学会研究発表会全国大会の開催が予定されており，中部支部では，受け入れの準

備委員会について設置したいと考えております．今後もより一�，会員はじめ地域社会ヘサービ

スを提供できる支部活動を目指して行きたいと存じます．ご理解とご協力をお願い申し上げます．
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平成１７年度

第７号（２）

（社）日本地すべり学会中部支部総会

［石示］

日　時　　平成１７年５月１３日（金）

場　所　　長野県民文化会館　小ホー
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附則１

総

９：４５～１０　：　１０
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会　～～～～～

第１号議案平成１６年度事業報

　　　　　　告に関する件

第２号議案平成１６年度決算報

　　　　　　告の承認に関する件

第４号議案平成１７年度事業計

　　　　　　画の承認に関する件

第５§議案平成１ご慰塁事業予（社）日本地すべり学会山岸宏光会長に

ｌ，ｇｕ昌昌ぶ昌　よる総会シンポジウムの挨拶

～～シンポジウム～～～～～

　　１１　：　ＣＸ〕～１７：３０
　　長野県民文化会館
　　　「地すべり災害と緊急対応」

～～～～意見交換会～～～～

　間　　１８　：　（Ｘ）～２０：Ｏ〔〕
　所　　メルパルク長野

原義文（長野県土木部参事砂防課長）

　　　によろ開催歓迎の挨拶

　　　　　　　　　（社）日本地すぺり学会中部支部　運営規則

（社）日本地寸ベリ学会支部設置規程（以下支部設置規程という）第１１条にちとづいて，

（社）日本地すベリ学会中部支部（以下支部という）の運営規則を定める．

支部に運営委員を�く．支部運営委員は，支部役員，幹事長，劃幹事長，幹事をもってこれに当てる．

　　　支部運営委員

　　　　　　　支部役員（支部設置規定による）

　　　　　　　幹事長　　　１名

　　　　　　　副幹事長　若干名

　　　　　　　幹事　　若干名

支部運営委員会の中に事務局会議を置き，支部に関する事務を処理する．

事務局会議は，支部長，幹事長，幹事をもって構成し，幹事長がこれを招集する．

幹事長が必要と認めるときは事務局会議の中に部会を設Ｓし，招集することができる．

総会の議事は，出席者の過半数をもって決定し，可否同数の時は，支部長の決定による．

支部の事業年度は，毎年４月１日より翌年３月３１日までとする．

支部の経費は，本部助成金，協賛金．特別協鶴金．寄付金及びその他の収入をもってあてる．

支部の予算と決算は，総会の承認を受け，支部長は本部に報告する．

本運営規則を改廃しようとするときには，支部総会の諸決を経なければならない．

本運営規則は，平成１６年５月１４日より施行する’．

※上記の附則１に記述しましたように，平成１６年度から運営規則を定めましたのでご確認願います
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平成１８年３月３０日

シンポジウムー子供地すべり学会－

第７号（３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成り年５月１３日　開催

　シンポジウム「地すぺり災害と緊急対応」では，長野県内の子供たちによる子供地すべり学

会も開催されました．子供地すべり学会は，長野市に本部のあるＮＰＯ法人　地すべり防止工

事士会が，地元の子供だちと日頃の成果を全国の地すベリ研究者，技術者に知ってもらいたい

と地すぺり学会中部支部と合同で企画されたものです．

　発表は３校の子供たちで行われました．「地すべり見学をして」を大町市立（旧美麻村）美

麻小学校（写真参照）の皆さん，「防災をテーマとした総合的な学習時間について①つながり

づくり～救護班～②防災施設～砂防ダム～」を白馬市立白馬中学校の皆さん，「地附山地すべ

りについて」を長野市立三輪小学校の皆さんによって発表して頂きました．貴重な成果を発表

していただいた生徒の皆さま，ご協力頂きましたご父母の皆さま，学校の先生方，誠にありが

とうございました．

　下に示した写真は，美麻小学校の皆さまの発表内容の一例です．皆さまありがとうございま

した．

地すぺり新聞

地附山地すべり資料館の見学

地すべり新聞

美麻小学校の皆さん



平成１８年３月３０日 第７号（７）

　　　　　　　市民講演会「土砂災害防止講座」
平成１６年三重県宮川村一台風２１号災害からの教訓－

　　　　　　　開催日程と市民講演会の内容

　平成１ア年６月１１日に開催された市民講演会「土砂災害講座」では三重県宮川村を中心に平成

１６年９月２９日に発生した台風２１号土砂災害からの教Ｓ』｜｜を，広く村民や近隣住民の万々へ伝える

防災啓発を目的に，三重県当局や宮川村当局との共催によって開催されました．６月が「土砂災

害防止月間であることもあり，市民講演会には２５〔〕名（うち関係者ほう名）を越える皆さまが参加

していただきました．三重県関係機関および宮川村当局の皆様に改めて感謝致します．

　開催内容は以下のとおりです

回　　平成１７年６月１０日（金）

●１３　：　（Ｘ）～１７：〔ＸＤ　現地見学会

　・春日谷川土石流の天然ダム現地見学

　・小滝斜面崩壊災害復旧工事の見学

　・天ケ瀬地すベリ災害関連緊急事業　地すべり防止工事（アンカーエ・集水井工等）の見学

●１７：（Ｘ）～１９　：　〔ＸＤ　研究発表会

　・宮川流域の土石流災害と他流域の事例

　　　　　　日本工営（株）国土保全部　森島戒昭一盛崎哲朗

　・台風２１号による宮川村での崩壊と地形地質

　　　　　　　（社）日本地すべり学会中部支部企画委員　飯沼達夫，（有）風水土　永田秀尚

　・台風２１号台風豪雨下，宮川流域で起きた崩壊，土石流，岩屑なだれの実態

　　　　　　京都大学防災研究所　諏訪浩

北渾支部長の出発式開会あいさつ

春日谷川土石流の天然ダム堆砂の現地見学

春日谷川土石流せき止め箇所の現地

天ケ瀬地すべり災害の現地見学



平成１８年３月３０日

平成１７年６月１１日（土）

　　午前９時半～１２時半（開場午前９時）

　　場所：宮川村　林業総合センタ一

主催：（社）日本地すぺり学会中部支部

講演会のプログラム

共催

ＴＥＬ　０５９８－７６べ）１３５

宮川村・三重県

第７号（８）

一開　　場－　　９：〔Ｘ〕〔幹事：板山達至（（株）オサシテクノス），島田干亜紀〔Ｏｆｌｉｃｅアシストゼロ〕〕

　　　　　ホール「ポスター展示」，「機器展示」（９時から１２時半）

一開　　会－ 　　　　〔幹事：ＬＩ〕本勇（基礎地盤コンサルタント），飯５召達夫（日本工営（株））〕

●主催者挨拶

林　拙郎（三重大学生物資源学部教授）

　　　　●開催地挨拶

尾上武義（宮川村長）

　　　　●市民講演（その１）９：ａ）－１０：ａ〕

近藤観慈先生（三重大学生物資源学部助教授）

　「森林の防災機能」

　　　　●休　息「機器展示・ポスター説明」１０：３０－１０：４５

　　　　●市民講演（その２）１０：４５－１１　：４５

相渾泰造先生（三重県建設技術センター技術専門監）

　「災害に強い宮川村を目指して」

　　　　●総合討論・質疑応答１１：４５－１２：ａ〕

　「副題：土砂災害・台風２１号からの教訓」

座長　北渾秋司（信州大学名誉教授）

　　　　諏訪浩（京都大学防災研究所助教授）

一閉　　会－　　１２　：　３０頃（解　散）

　　　　ｏＯＯ土砂災害防止講座ＯＯＯ

－Ｚ顎鴬縁付・台眼暉東郷ｙ徊牌桝こＴ

　　　　旧催日穐詔ぷ閤哨ぶ、、。。。／………

　　　　　　　場所：吉川村轟林総合センター



平成１８年３月３０日

土砂災害防止講座」開催の様子

住民からの質問風景

尾上武義（宮川村長）歓迎あいさつ

市民講演会の参加者

第７号（９）

Ｆ卜圖：……：……：：：ｌ：：：：：ｊ：：：；ｌｉｌ

二不二一尽］ｓｌ

ぷＪｙ‾

爽Ｔ口，瓦

ポスター展示・機器展示の様子　　　　　　　　　ポスター展示・機器展示の様子

総合討論、住民との質疑応答の様子 　　　　　　　　　研究発表会の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

（報告：日本工営（株）萩原陽一郎・飯沼達夫）
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大 畑 地 す べ １

第７号（１０）

　～平成１７年度第７回社団法人日本地すべり学会中部支部現地検討会を終えて～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社）日本地すべり学会中部支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　北洋秋司

　平成１７年度現地検討会を下記の通り開催したしました．愛知県砂防課及び愛知県新城設楽建設

事務所の方々のご案内もあり４２名の出席のもと愛知県東栄町東薗目大畑地区に被害の確認でき

る大規模な地すベリ地の見学ができました．地すべり対策工事は愛知県による計画的な地すべり

防止事業によって成果・効果が認められましたが，その規模が大きいことから今後も積極的な事

業の推進が望まれていると思います．

　また現地開催事務局の国土防災（株）名古屋支店の方々，日特建設（株）名古屋支店の方々に

改めて感謝致します．

　１．期　　日　　平成１７年９月１２日（月）

　２．見学地　「大畑地区地すべり」（愛知県北設楽郡東栄町東薗目地内）

　３．検討会場　東栄町グリーンハウス

　４．日　　程　１０　：　〔Ｘ〕　　　　　ＪＲ豊橋駅新幹線改札出口広場集合

　　　　　　　　　１０　：　１５～１２　：　００　バスに大畑地すぺり地へ

　　　　　　　　　１２　：　〔ＸＤ～１４　：　ＣＸ〕　大畑地すべり見学（昼食含む）

　　　　　　　　　１５　：　ＣＸ〕～１６　：　（Ｘ）　討論会（東栄町グリーンハウヌ）

　　　　　　　　　１６　：　ＣＸ〕～１８　：　００　バス乗車移動

　　　　　　　　　１８　：　〔Ｘ〕　　　　　ＪＲ豊橋駅　到着解散

　５．参加費　現地見学資料代２，（ＸＸ）円

　６．参加申込方法　申込締め切り：９月１日

以上



平成１８年３月３０日 第７号（川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年度

　　　　　　　　　　（社）日本地すべり学会中部支部シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　「地すべり機構」

　　　シンポジウム「地すぺり機構」では，信州大学農学部教授平松晋也先生によるご講演を頂き

　ました．また，続く話題提供では５題の発表を頂きました．特に（独）土木研究所雪崩・地すベ

　リセンター花岡正明様による新潟県中越地震における地すべり挙動の報告は，地震と地すぺりの

　関係についてわかりやすく整理して頂きました．話題提供頂きました講師の皆さま，ありがとう

　ございました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　◇プログラム◇

　１．日時：平成１８年２月３日（金）１０：３〔〕～１６：ａ〕

　２場所：長野県県民文化会館　　長野市若里１－卜３電話（２５－２２６－（ＸＵ３

１３　：　３０～１３　：　３５　ミぐシシボジウム　「地すぺり機構」……………：２Ｆ小ホｊ≒ルゾ

　　　　　　　開会の辞　　　中部支部幹事

　　　　　　　支部長挨拶　　北洋支部長

　１３　：　ａ５～１４　：　ｃｘ）子供シンポジウム　大岡小学校６年生

　１４　：　１０～１５　：　００　基調講演　；　信州大学農学部教授　平松晋也

　　　　　　　結晶片岩地帯の崩壊のメカニズムに関するー考察

　１５　：　１０～１６：Ｘ　話題提供

　　　　　　　１）長野県地すべり技術指針にみる地すべり機構；技術指針検討委員会

　　　　　　　２）地質構造と地すべり

　　　　　　　　　　内藤　哲（明治コンサルタント株式会社）

　　　　　　　３）栂池地すべりの概要と対策

　　　　　　　　　　矢口　大輔（長野県土木部姫川砂防事務所）

　　　　　　　４）長野西部地すべり防止工事における集水管の閉塞事例

加藤　俊典，橋爪康寿

５）新潟県中越地震における地すぺり土塊の再滑動について

　　　　　　　　一塩谷神沢川地すべりについてー

　　　　花岡　正明

１６　：　２５～１６　：　４０

１６　：　４０

１７　：　１５～１９　：　１５

　　　（独立行政法人

総合討論，総括

閉会の辞

技術交流会

土木研究所　雪崩・地すべり研究センター）

　　　　　　　　　　　　　ホテルサンルート長野東口店

１０　：　３０～１６　：　３０　ミボータニセリシｉヅレ吋ＩＴ………だ・

．
・宸・ポ．・窒．１１１１１１１ＪＩＸＩＪＩｉｊ：ｌｌ：ｉｉ，，；＝ｉ

　　　　　　　（１１　：　００～１２　：　〔Ｘ〕　コアタイム）　…………………

　　　　　　　・中部支部各県における近年の災害について

　　　　　　　・中部支部協賛会員団体・企業等の展示

ノプ］］：………　（社）日本地すべり学会中部支部シンポジウム「地すべり機構」＼十……＝
…………：

＼言☆く……

エ
………１

…

……：Ｊ１１ｊＪＪＩ：ｊｌｊ＝ｊｌｊに１＝
ェ

１１１１：ｊｊ万にｌｊｌ：ｌｊ＝：ＪＪ：：に：：：Ｊ：ｊｙ：１：二展示内容技術資料集－　＼☆∧…

…ＩＪｊｊ：＝エ宍１１：エ：ｊ＝：：＝：：ｌ　エｊ

　中部支部シンポジウムのポヌターセッションと機器展示には，了行政機関と１５企業（団体）か

らの参加がありました．シンポジウム講演会などと時間が重なってしまい，見学者が少なかった

点が残念ですが，見学者の多かったお昼過ぎには活発な意見交換も交わされました．

　次ページの表に参加して頂いた方々のお名前と出展テーマを改めて紹介させて頂きます．また

準備に関って頂いた関係各位に改めて御礼申し上げます．



ｉ

平成１８年３月３０日

展示技術資料集編集幹事－（社）日本地すヘリ学会中部支部事務局

第７号（１２）

小野和行・島田平亜紀



Ｘ

平成１８年３月３０日 第７号（１３）

　平成１８年度（社）日本地すべり学会中部支部講演会開催についてに案内）

　　（社）日本地すべり学会中部支部では総会の後，地すべり解析技術の向上並びに地すぺりに関する広

い普及を目的として講演会を開催しております．今年度は，下記演題にて講演会を開催いたします．み

なさまにおかれましても，有益な講演かと存じますので，多くの方々の参加をお願いいたした＜，ご案

内申し上げます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　【日　時】平成１８年５月１９日（金）１５　：　（Ｘ）～１７：００

　　　　　　　　【場　所】　〒３ａ）－ａ５ａ３　場所サンバルテ山王長野市岡田町３０－２０

　　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ　：　Ｃａ５－２２８－ａ〕１１　　　Ｆａｘ　：　ＣＸ２６－２２８－８３８８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆入場無料◆

予期ｆぬ災害

消防一枚助と防災技術‥
才．ｌ　ｔ　ｔ 防災講演会　‥‥

ＴｅいＦａｘ０２６－２８４－０８３３　　四すぺり

／＝‾ミミ



平成１８年３月３０日

講演１

講演者

演題

講演２

講演者

演題

同
所

時
場

　　　　　◆　開催スケジュール　◆

１５：００～１　６　：　１　５

（独）土木研究所土砂管理研究グループ上席研究員；藤渾和範氏
「新潟中越地震における妙見地すぺりについて」

１　６　：　１　５～１７：００
前長野市消防局長；宇都宮良幸氏

「災害時の消防防災活動」

　　会費無料

　　　　　　　意　見交　換会
１　７　：　１　５～１　９　：　１　５
サンパルテ山王

　　広　報　（その２）

地すべり学会中部支部のキャラクター登場

第７号（１４）

　■■　■■㎜■■■㎜Ｉ■■■・．Ｉ．’．¶．’．．・ＸＩｌ，’．Ｉ－，－・－・■■㎜■■■■■■・・Ｉ　・・・・Ｉ・■■■■・・Ｉ・・－・■－■■■■■ＩＩ　Ｉ・¶．Ｉ■㎜㎜■■・Ｉ■㎜■■■■■■１１１１１１１１１１１■■■■Ｉ・■■■■■■■㎜Ｉ・・．■■■■■■■■㎜■■■■■㎜■■■■■㎜■㎜■■■■■■・．・　Ｉ－．Ｉ・・－－Ｉ■㎜■㎜－，，・－．・．，ｉ．・．・・．・

］近年

，

各地で多発している土砂災害が

，

メディアで詳しく取り上げられるようになり

，

人々’

？の土砂災害に対する意識が高まってきています

．

　　　また

，

中部支部で積極的に活動している子どもたちの土砂災害に対する課題への熱心な取

り組み「子供シンポジウム」が活発になってい＜中

，

ますます中部支部で培われた研究成果

ｌや技術を地域社会に提供していく必要性，社会貢献への姿勢が求められてきています．

：　そこでこの度，研究成果や技術の伝承役として，中部支部のキャラクターが誕生しました．

；　今後，このキャラクターが広く皆様から愛され，十分な役割を果たせるよう，盛りだくさ

；んの企画を検討しています．よろしくお願いします！

　ス～べ・ランちゃんへのご意見・活用方法をお待ちしております．之八　　｀　ｙｙＸ　ｔ’１

　　　　　　〈デザインの由来〉

　　愛称：ス～べ・ランちゃん

●蝶が花粉を運び，たくさんの花が咲き出す

　様子を中部支部の活動に例え，

　①学会員一人ひとりの活発な研究の尊重

　②研究成果や技術を地域社会に広く提供．

　③地すぺり災害に対して，より迅速に適切

　　な機構や技術の解明．

　④地域社会に貢献してい＜団体，また将来

　　への伝承役．

　などをイメージ化しました．

●四枚の羽は，地すべりに対する知識や経験

　の地道な伝授といった種が，地域社会への貢

　献という形となって咲いた花をィメージす

　ると共に，それぞれが学会員・宣・民固・二

　般市民を表し，それらの共通理解が一つにな

　って防災事業の発展につながっていくこと

　をイメージしました

ｊ●艶は水艶或陽親胆舷舷

　は大地の恵みをイメージしています．

ス～べ・ランちゃん



｜

平成１８年３月３０日 第７号（１５）

　　　　　　広　報　けの３）“速　報”

　中部支部各県の地すベリ対策事業費に関しまして平成１７年度，平成１８年度の状況を事務局で

収集致しましたので掲載致します．

地すべり対策事業費 単位；百万円

（但し空白箇所は未収集）

　年

一
Ｈ　１８．

Ｈ１８．

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

４。

５．

月

２４

１９

１８．７．

１８．９．

１８．１０．

１８．１１．

Ｈ１９．

Ｈ　１９．

３。

３．

広　報（その４）“ご案内”

日

一
（月）

（金）

旬
旬
旬
旬
旬
旬

上
中
上
中
上
下

平成１８年度事業計画・行事予定

　　　　　　活動　及二び行　事　の　内　容

　　　第一回事務局会議（役員の選出・総会議案書検討）

　（社）日本地すぺり学会中部支部総会・支部運営委員会

　　　　　講演会（仮題）「中越地震による地すぺり」

　　　　　　　　（仮題）「災害時の救急活動について」

　　　　　　　　　　　　　　（長野市　サンバルテ山王）

　　　第二回事務局会議（現地検討会・シンポジウム検討）

　現地検討会（長野県内）

　　　第三回事務局会議（次年度計画・シンポジウム準備）

　中部支部シンポジウム（愛知県内）

　　　第四回事務局会議（本年度総括と現地検討会計画）

　中部支部ニュース発行

遜頴戸その他……：１：ｉツｊ‘．ｉｉ．ｌｉ：ｉｌ：．・ｉｆ・

　●平成１９年度日本地すぺり学会研究会発表全国大会が，三重県で開催予定となっております．平成

　　１８年度はその前年度にあたるため，中部支部では受け入れの準備委員会を設置したいと考えてい

　　ます事務局会議より関係方面の万々にご連絡させて頂きますので，よろしくお願い申し上げます．



７
ｋ
」
．
ｊ

‘ｔ

卜

ｊ・｀１１４

・｀．｀１
レＩ了喫

．｀’い
？

・ｉ・

♪

ｊ

苛

ｉｌ
ｙ

．Ｓ

ｌザ４でアＸ ，沁

４　１Ｓ

、芦・


